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一
八
四

『観
門
要
義
鋭
』
流
伝
史
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お
け
る

新
資
料

-

興
空
書
写
本
を
中
心
と
し
て
-

廣

川

発

敏

今
回
新
た
に
発
見
し
た
讃
空
著

『観
門
要
義
鋤
』
(以
下
略
称
)
の
興
空
書

写
本

(大
谷
大
学
所
蔵
)
は
左
の
二
種
類
の
仮
名
書
古
写
本
で
、
あ
ま
り
年
代

的
に
古
い
写
本
で
は
な
い
が
、
同
一
筆
跡
で
あ
り
、
合
計
七
冊
現
存
す
る
。

(『観
門
義
』
を
古
く
は

『
自
筆
砂
』
と
呼
ん
だ
)

(
一
)礼

讃
自
筆

砂

四
冊

(
一
-
五
巻
)
欠
本

(六
、
七
巻
欠
)

(
二
)般
舟
讃
自
筆
砂

三
冊

(
二
-
七
巻
)
完
本

従
来

『
観
門
義
』
の
仮
名
書
古
写
本
で
、
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
『般

舟
讃
自
筆
・砂
』
下
巻
と

『法
事
讃
積
学
砂
』
の
仮
名
書
本
で
あ
つ
た
が
、
本
発

見
に
よ
つ
て
残
る
は
法
事
讃
積
学
砂
の
み
と
な
つ
た
。
こ
れ
ら
二
種
の
古
写
本

の
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
書
体
、
花
押
等
か
ら
寛
永
の
頃
か
と
推
定
さ

れ
る
。
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
濃
州
方
懸
郡
福
光
郷

(今
の
岐
阜
市
の
郊
外
)

の
称
名
寺
に
お
い
て
大
永
二
年

(
一
五
二
二
)
五
月
に

『
礼
讃
自
筆
砂
』
を
、

ま
た
同
郷
の
安
養
寺
に
お
い
て
翌
々
年
の
大
永
四
年

(
一
五
二
四
)
の
五
月
か

ら
六
月
に
か
け
て

『般
舟
讃
自
筆
鋤
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
妙
覚
が
書
写
し
、
そ
れ

を
さ
ら
に
後
世

(寛
永
の
頃
か
)
末
流
を
く
む
端
蓮

(?
)
寺
の
興
空
隆
鳳
が

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
あ
る
妙
覚
は
か
な
り
美
濃
の
地
方
に
ゆ
か
り

の
深
い
人
師
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
『浄
土
宗
三
国
伝
来
血
脈
譜

(
西
山
流
)』
や

『
法
水
分
流
記
』
に
よ

る
と
、
燈
翁
教
伝
の
弟
子
に
妙
覚
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

証
空
-
立
信
-
道
教
-
道
意
-
頓
乗
-
尭
恵
-
妙
意
-
良
頓
-
良
侃
-
教
伝

-
妙
覚
-
智
伝
-
林
香
-
善
相
…
…

と
次
第
す
る
深
草
派
祖
円
空
立
信
の
系
統
に
お
け
る
妙
覚
で
あ
る
。
妙
心
寺
歴

代
過
去
帳
に
よ
る
と
、
こ
の
深
草
系
の
妙
覚
は
妙
心
寺
第
四
代
の
住
職
と
な
つ

て
お
り
、
そ
の
没
年
は
天
文
十

一
年

一
月
五
日
で
、
『
法
事
讃
自
筆
砂
』
を
書

写
し
た
大
永
四
年
よ
り
十
八
年
後
に
あ
た
り
、
大
永
四
年
が
五
十
才
と
す
る
と

六
十
八
才
に
相
当
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
年
代
的
に
一
致
す
る
。
し
か
も
京
都

養
福
寺
蔵
西
山
流
系
譜
に
よ
る
と
、
美
濃
の
安
楽
寺
の
開
山
と
な
つ
て
お
り
、

美
濃
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
妙
覚
の
著
作
に

『
浄
土
真
宗
西
山

一
流
深
草
義

戒
豚
相
承
』
が
現
存

し
て
お
り
、

そ
の
著
書

に

『
自
筆
砂
』
を

二
回
引
用
し

て
い
る
。

以

上
の
点
を
総
合
す
る
と
、
深
草
系

の

妙
覚

は
、
(
1
)
年
代
的
に

一
致
す
る

こ
と
、
(
2
)
美
濃
に
深

い
関
係
が
あ
る

こ
と
、

(
3
)
自
著
に

『
自
筆
砂
』
を
引
用

し
て
い
る
こ
と
等

の
理
由

に
よ

つ
て
興
空
本

の

妙
覚

と
同

一
人
と
考
え
ざ

る
を
得
な

い
。

し
た
が

つ
て
、

以
上
の
諸
資
料

を
総

合

す
る
と
、
興
空
本

の
妙
覚
は
文
明
六
年

(
三
四
七
四
)
に
生
ま
れ
、

四
十

八

才

(
大
永
二
年
)

か
ら
五
十
才

(
大
永

四
年
)
に
か
け

て
、
上
記

の
三
本
を
書

写
し
、
そ

の
頃

ま
で
に
美
濃
方
懸
郡
福
光
郷

の
安
養
寺

の
住

職

と
な

つ
て

お

り
、
十

二
年
後

の
天
文
五
年

(
一
五
三
六
)
、ま
た
は
そ
れ
以
降

に
妙
心
寺
三
代

燈
翁
教
伝
の
後
を
う
け

て
四
代

と
し
て
妙

心
寺

に
入
寺
し
、
天
文
六
年

(
一
五

三
七
)

に
は
慶

獄

(
の
ち
に
誓
願
寺
五
十

二
代
と
な
る
)
に
天
台
菩
薩
戒
を
授

け
、

天
文
十

一
年

(
二
五
四
二
)

三
月
五
日
、

六
十
八
才
で
入
滅

し
た
、

と
い

う

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う

に
妙
覚

が
深
草
流

の
妙
覚

で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ

れ
ら
二
本
は
深
草
流

に
流
伝

し
た
、
『
観

門
義
』
の
貴
重
な
古
写
本

で
あ

る

と
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い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
深
草
流
に
お
け
る

『観
門
義
』
の
流
伝
を
概
観
し
て
み
た
い
。

も
と
も
と
深
草
義
の
方
が
本
山
義
や
西
谷
義
よ
り
も
、
誰
空
滅
後
、
よ
り
早
い

時
期
か
ら

『自
筆
砂
』
に
よ
つ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

深
草
義
祖
円
空
立
信
は
讃
空
の
直
弟
子
で
、
か
つ
そ
の
門
下
に
お
け
る
地
位
も

き
わ
め
て
高
か
つ
た
。
讃
空
入
滅
直
後
、
立
信
は
浄
照
、
尊
躰
に
つ
い
で
西
山

三
鈷
寺
の
第
三
長
老
と
な
り
、
第
六
代
の
法
灯
を
継
ぎ
、
讃
空
の
入
滅
地
遣
迎

院
の
付
属
を
う
け
て
い
る
。
故
に
、
讃
空
滅
後
、
『
自
筆
砂
』
を
管
理
保
管
し

て
い
た
第

一
人
者
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
立
信
に
よ
つ
て
保
管
さ
れ
て
い

た

『自
筆
砂
』
は
そ
の
弟
子
顕
意
道
教
、
讐
空
道
意
、
暢
空
頓
乗
、
善
偉
尭
恵

と
次
第
し
て
伝
持
さ
れ
、
謹
空
滅
後
約
百
五
十
年
、
円
福
寺
三
代
尭
恵
は

『
選

択
集
私
集
砂
』
に
『自
筆
砂
』
を
二
回
引
用
し
て
い
る
。
尭
恵
の
後
、
『
法
水
分

流
記
』
に
よ
れ
ば
、
浄
俊
妙
意
、
教
然
良
頓
、
天
盈
良
侃
、
燈
翁
教
伝
、
等
順

妙
覚
と
深
草
の
法
灯
は
伝
承
さ
れ
る
が
、
妙
覚
に
い
た
る
ま
で
そ
の
著
作
を
見

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
引
用
状
況
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
妙
覚
に
い
た

つ
て
、
『自
筆
砂
』
を
書
写
し
、
か
つ
自
著

『浄
土
真
宗
西
山

一
流
深
草
義
戒

脈
相
承
』
に
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
下
つ
て
、
端
蓮

(?
)

寺
の
興
空
隆
鳳
が
妙
覚
本
を
再
書
写
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

『観

門
義
』
の
流
伝
を
知
る
資
料
と
し
て
、
文
政
七
年

(
二
八
二
四
)
頃
、
誓
願
寺

第
七
十
七
代
励
空
貫
常
が

『般
舟
讃
自
筆
砂
』
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え

る

『石
黒
本
』
(『
般
舟
讃
自
筆
砂
』
上
巻
の
み
、
石
黒
観
道
師
没
後
所
在
不

明
)
表
紙
見
返
し
の
、
悟
澄
の
添
え
書
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

『石

黒
本
』
は
奥
書
を
欠
い
て
い
る
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
妙
覚

本
の
転
写
本
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
今
回
の
発
見
に
よ
つ
て
従
来
不
明
で
あ
つ
た

『般
舟
讃
観
門
義
』
の
講

述
年
時
お
よ
び
講
述
場
所
が
明
ら

か
に
な

つ
た
。
現
在
ま
で
に
明
ら
か

に
さ
れ

た

『
観
門
義

』
の
講
述
年
時

は
、

(
1
)観

経

疏

観

門

義

(
建
保

三
年

五
月
廿
九
日
-
承
久
三
年
八
月
十
三
日
)

(
2
)観
念
法
門
観
門
義

(
承
久
三
年

八
月
十

四
日
-
貞
応
元
年
八
月
廿
九
日
)

(
3
)礼

讃

観

門

義

(
貞
応
三
年

四
月
廿

六
日
-
嘉
禄

二
年
五
月
十
五
日
)

で
あ

る
が
、

『般

舟
讃
自
筆
砂

』

の
奥
書

に
よ
れ
ば
、

(
2
)
の
終
講
と

同

じ

日

で

あ
る
、
貞
応
元
年
八
月
廿
九
日
に
始
り
、

(
3
)
の
開
講
二
年
前

の
貞
応
三
年
四
月

廿
四
日
に
終

つ
て
い
る
。

し
た
が

つ
て
、
『観
門
義
』
の
講
述

は

『
玄
』
、
『
序
』

『
定
』
、
『
散
』
、
『
観
』
、
『
舟
』
、
『
礼
』

の
順
で
、
三
十
九
才

よ
り

五
十
才

ま
で

の
十

一
年
間
に
わ
た

つ
た
わ
け

で
あ
る
。

(
『
法
事
讃
観
門
義
』

の
講
述

は
恐
ら

く

『
礼
讃
観
門
義
』

の
後

で
あ
ろ
う
)

以
上
要
約
す

れ
ば
、

興
空
書
写
本

の
発
見

に
よ
つ
て
、

(
一
)『般
舟
讃
観
門
義

』
の
仮

名
書
本

が
初

め
て
発
見
さ
れ
た

こ
と
。

(
二
)深
草
流

に
お
け

る

『
観
門
義

』
の
流
伝
が
明
ら
か
と
な

つ
た

こ
と
。

(
三
)
『
般
舟
讃
観
門
義
』
の
講
述
年
時
お
よ
び
講
述
地
が
初
め
て
明
ら
か
と
な

つ
た
こ
と
。

(四
)
本
写
本
類
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た

『法
事
讃
自
筆
砂
』
と
い
う
表
題
は

明
ら
か
に
妙
覚
の
誤
り
で
あ
つ
て

『法
事
讃
積
学
釣
』
の
仮
名
書
本
で
は

な
い
こ
と
。

国

現
行
の
西
山
全
書
本
に
多
く
の
誤
字
、
脱
落
を
発
見
し
た
こ
と
。

等
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
つ
た
と
い
え
よ
う
。

『
観
門
要
義

砂
』
流
伝
史
に

お
け
る
新
資
料

(
廣

川
)

二
八
五
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